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<コメント>

事前にテストできなかったのでレースウィークに燃費やタイヤ選択、車体のセットアップ、民辻選手の慣らし（？）をしなければなりません。

畑中　健太郎

前日に民辻選手と新庄選手と合流。

オートポリスの決勝が中止になって鈴鹿でリベンジ！！という思いを込めてやってきました鈴鹿へ。

レーシングサプライ

今回の反省を踏まえて次の8耐ではきちんと対策をして、結果を残しに行きますので、皆様応援宜しくお願いします。
なんともまとまらないレースでした。

しかし午後の走行で新庄選手が転倒、ライダーは無事でしたが車両はややダメージがありました。
午後の走行までに修理をして民辻選手からスタート、新庄選手も確認のため乗りその日は終了。

その時点で順位は大幅に下がり18位でゴール。

今回は事前テストが無かったため、いきなりレースウィークです。

まずは新庄選手からスタートし、セットを変えずに民辻選手が乗りこむという方向で進めます。
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転倒してしまうと、セットアップが進まないばかりではなく、修理したパーツの確認をしなければならない場合もあり、さらにライダーの乗る時間も減っ
てしまうという悪循環になります。
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車体の方向としてはフロントフォークの仕様を変更と、一時旋回を出すためにフロントを突き出しヘッドパイプを下げ、リヤ車高を上げる方向で進めま
した。
スズキ車は他メーカーに比べて、フロントヘビーになり気味です。路面温度が高くなるとなかなか無理がききにくくなりますが、残念ながら、そこは今
回選択できる範囲を超えていたので我慢です。次回に向けての課題です。

ピットに戻りレインタイヤでスタートです。スタートして13位を走行して路面が乾きだしました。ピットインのサインを出し、スリックタイヤへ交換し給油を
行いライダーはそのまま新庄選手が走ります。
残り周回20周ほどで民辻選手と交代、タイヤはスリックです。雨が降ったりやんだりの微妙なコンディションでしたが、周りのペースは確実にスリック
タイヤのほうが速かったのでスリックタイヤを選択、民辻選手のペースが上がらずしばらくすると予定外のピットインをしてきました。レインタイヤに交
換してピットアウト。

そして予選が始まり、新庄選手が2'13"062を出して16番手で決勝を戦います。

スタート直前に赤旗が出て再度スタートやり直しです。
決勝前、ウォームアップラップ開始から雲行きが怪しくなり、ぱらぱらと大粒の雨が落ちてきました。
スタート直前リヤブレーキにトラブルが出てしまいました。修理が出来ずにそのままスタート。


